








はじめに 

新生児医療の進歩により,超未熟児及び極小未熟児の生存率が増えてきた昨今その長期予

後に注目がおかれるようになり,しかも近年では,軽度の発達遅滞や,不器用,多動,情緒障

害などの minor な障害を中心に問題が取り上げられるようになってきている。我々は,障害

児の早期発見の試みとして,一昨年より JMAP(日本版ミラー乳幼児発達スクリ一二ング検

査)と他の知能検査を取り入れ,昨年の本班会議において,その概要と実際上の問題点およ

び今後の課題について考案し,報告した 7)。今回は,当科未熟児センター出身者に対し JMAP

を施行し,軽度の発達障害の可能性の早期同定について検討したので報告する。 


